
川下公園
ライラックの森

ライラックが
札幌市の木になった由来

ライラックの花の色分け

ライラックの豆知識

アクセス

K a w a s h i m o  P a r k

昭和３５年、札幌市の人口５０万人
突破と、ポートランド市との姉妹都市
提携を記念して、札幌にふさわしい
花（スズラン）、 木（ライラック）、
鳥（カッコウ）が選ばれました。

ライラックの花の色は、カナダのロイヤル・ボタニカルガーデンズによっ
て、７色に区分されています。色が微妙に混じり合っていて、近くで見ると
その違いに気づきます。

①花言葉  白…年若き無邪気さ・青春の喜び
  　　　   紫…恋愛のはじめての喜びなど

②ラッキーライラック･･･小花は筒状で先が４つに切れ込んでいます。
　５つに切れ込んだ花も稀にあり、幸せを呼ぶものとして喜ばれています。

③鉢植えに向いたライラック･･･ライラックの中にはパリビンやミス・カ
　ナダなど鉢植えでも栽培可能な品種もあり、マンションのバルコニー
　などで栽培を楽しむことが出来ます。　　　　　　

① ホワイト系　　　　② ヴァイオレット系　　　③ ブルー系
④ ライラック系　　　⑤ ピンク系　　　　　　　⑥ マゼンタ系
⑦ パープル系

Ｗｈａｔ’ｓライラック？

ライラックの品種改良の歴史

　ライラックは、１６世紀頃からフランスで栽培されるようになり、１８世紀から

１９世紀後半までフランスにて品種改良が盛んに行われていました。

●ヴィクトル・ルモアン（1823-1911 ）【フランス東部ロレーヌ地方ナン

シー】：親子３代で２１４品種もの新しいライラックを作りだし、その後の品種

改良にとても大きな影響を与えました。作品の１/３以上はブルー系です。

●ディーク E．マース（1881-1975 ）【オランダのアムステルダム郊外アー

ルスメール】：切り花用ライラックの温室栽培をしていました。

通常では考えられない環境におかれた一部の枝が、突然変異を起こし違う花

が咲くこともあります。その枝を挿し木等によって増殖し、たくさんの品種を

作り出しました。

●イザベル・プレストン（1884-1965 ）【カナダ】：農務省中央試験農場の

園芸試験場でライラックやユリの品種改良を行いました。中国原産のウスゲ

シナハシドイとシセンハシドイを掛け合わせ、プレストンライラックと呼ばれ

る品種群を作り出しました。

● レオニード A. コレスニコフ  (1893-1973)【ロシア】：独学で多くの

八重咲きを作り出しました。

● ジョン F. フィアラ神父（1924-1990 ）【アメリカ】：いくつもの種を

掛け合わせた品種改良に力を注ぎました。

　この他にも数多くの育種家がライラックの品種改良に携わりました。　　

　　　　　　　　　　　

現在では、世界各地で栽培・品種改良が行われています。カナダのロイヤル・

ボタニカル・ガーデンズが品種の登録管 理を行っており、現在、園芸品種

約２６００品種ものライラックが登録されています。

　川下公園 のライラック園には、原種と園芸品種 合わせて、約２００種類

１７００株のライラックが植栽され、収集数は日本で最大の規模を誇っています。

モクセイ科ハシドイ属
[   学 名   ]　Syringa（シリンガ）
[   和 名   ]　ハシドイ、金衝羽（き んつくばね）
[   英 名   ]　lilac（ライラック）、pipe tree（パイプツリー）等
[   仏 名   ]　lila（リラ）
[ 中 国 名 ]　丁香（チョウコウ）

※ライラック開花時期にはリラックスプラザ内で、苗木販 売をしております。

中央バスでお越しの場合

駐車場／260台（無料 ）　

お問い合せ

川下公園管理事務所
〒003-0869 札幌市白石区川下2651番地3 外
http://www.sapporo-park.or.jp/kawasimo/

財団法人　札幌市公園緑化協会　川下公園管理事務所

TEL.011-879 -5311

アミィ スコット
（ヴィクトル・ルモアン）

センセーション
（ディーク Ｅ.マース）

エセル Ｍ.ウェブスター
（イ ザベル .プレストン）

川下公園ライラック園開花カレンダー

東アジア原産ライラック（原 種・園芸品種）

    フレンチライラック

ヒヤシンシフローラライラック

プレストンライラック
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ライラックの森の概要

ライラックの原種

ライラックの原種はヨーロッパ南東部（バルカン半
島等）から東アジアにかけて約３０種が分布してい
ます。多くは中国・朝鮮半島等のヒマラヤ・アジア
に分布し、その大半は中国に集中しています。日本
にも遅咲きで  樹高7～8ｍにもなる大型の固有種の
ハシドイ（ジャパニーズ・ツリー・ライラック）があり
ます。

“クラサヴィトゥサ モスクヴィ” “スィートハート”

フレンチライラック
[ 学名　Syringa vulgaris cv. ]
[ 和名　ムラサキハシドイ　]
[ 英名　コモンライラック　]
もっとも一般的な種で品種改良が盛んです。フランスで改良が
盛んになったため、フレンチライラックやフレンチハイブリッド
と呼ばれるようになりました。

プレストンライラック
[ 学名　Syringa×prestoniae cv. ]
中国原産のウスゲシナハシドイとシセンハシドイとの掛け合わ
せにより作り出した品種群です。花房が直立するものから下垂
するものまで変化に富みます。耐寒性が強く札幌での栽培に
向いた品種が多くあります。

壁　泉

地下鉄白石
S

“アナベル” “ポカホンタス”

“ダニューシア” “ゴプラナ”

東アジア原産ライラック（原 種・園芸品種）

フレンチライラック 一重
フレンチライラック 八重
ヒヤシンシフローラライラック
プレストンライラック
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●地下鉄東西線 白石駅から　北郷線[白 23]　　
●地下鉄東西線 新さっぽろ駅から 厚別通線[白 38]　　　
●ＪＲ札幌駅から　白石本線 [55]、北郷本 線 [57]

【白石高校前】下車→徒 歩5 分
【白石高校 】 下車→徒歩5 分
【白石高校 】　下車→徒歩5 分


